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寺 田寅彦 



こだわりながら 花見 をして 帰る と 頭が 疲れて が つ かり 

した ものである。 家族連れで 出かける とその 上に 家族 

に こだわる ので 疲れ 方が 一層 はげしかった。 それ だの 

に、 どうした ことか、 近頃 は それほど 人に こだわらな 

いで 花が 見られる ようになった らしい。 これが 全く こ 

だ わらなくなる 頃に はもう 花が 見られなくなる かもし 

t な レ 

二 

あらゆる 花の 中で も 花の 固有の 色が 単純で 遠くから 



れらの 灯の ある もの は 点った と 思う と パチ/ ^/\と 

まばた 

せわしな く 瞬き をして ふっと 消える。 器械の 機構 を 

何も 知らない ものの 眼で 見て いると、 その 豆 電燈の 明 

滅が何 を 意味す るの か 全く 見当が つかない。 ただ 全く 

ほたるび 

偶然な 蛍火の 明滅と しか 思われない であろう。 しかし、 

この 機構の 背後に は 色々 の 人間が さまざまの 用談 をし 

取引 を 進行 させて おり、 あらゆる 思惟と 感情の 流れが 

電流の 複雑な 交錯と な つて この 交換台に 集散して いる 

ので ある。 

現象 を 記載す る だけが 科学 の 仕事 だ という スロ ー ガ 

ン が しばしば 勘 違 い に 解釈 さ れて、 現象の 背後に 伏在 



とにかく 科学者に は 随筆 は 書け るが 小説 は 容易に 書 

けそう もない。 

昔 ある 国での 話で あるが、 天文の 学生が 怠けて 星の 

たち ま 

観測 簿を 偽造して 先生に 差 出したら 忽 ち 見破られて 

ひどく お 眼 玉 を 頂戴した。 実際 一 晚の 観測 簿を 尤もら 

しく 偽造す るた めの 労力 は 十 晚百晚 の 観測の 労力より 

も 大きい もの だろうと 想像され るので ある。 

(昭和 九 年 八月 『文学』) 
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